
※このスペースには、スライドに関する説明内容を記載しております。
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【本日の説明内容】

・上記の6つの都市計画について説明

（うち、都市高速鉄道の変更は県決定事項、その他の5つは市決定事項）
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【海老川上流地区の位置関係】

・本地区は、本市中央部に位置し、船橋駅にも近く、東葉高速線が東西に走り、東海神駅と飯山
満駅のほぼ中央に位置する



【海老川上流地区の現状と課題】

・現在、休耕地が増えるとともに、駐車場や墓地、資材置き場、作業場等の用途が混在した土地
利用が進んでいる
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【海老川上流地区における都市計画の経緯】

・上記のとおり、市民の皆様への説明や都市計画審議会への報告・付議を実施
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【ふなばしメディカルタウン構想について】

・上記のとおり、医療や健康をテーマとした新たな海老川上流地区のまちづくりの考え方をまと
めたもの
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【（仮称）ふなばしメディカルタウン実現方針】

・「ふなばしメディカルタウン構想」を実現させるため、海老川上流地区土地区画整理組合と市
で令和4年10月に連名で「（仮称）ふなばしメディカルタウン実現方針」を策定

・今後、居住者や進出事業者とも協力・連携しながら、医療と健康をテーマとしたまちづくりの
実現を目指す
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【メディカルタウン構想を踏まえた考え方】

・地図上左上から、①医療の核、②健康の核、③賑わいの核をゾーン設定

・これらの3つのゾーンをつなぐ形で、地図上マルＡに示す軸を「まちの骨格軸」としており、
軸沿いを中心に魅力的な空間にしていきたいと考えている
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【本地区の現在の都市計画決定の状況と変更案】

・令和4年3月に本地区を市街化区域に編入し、上記左図のとおり、一部区域を除き暫定的な用途
地域として第一種低層住居専用地域を指定

・今回、土地区画整理事業の進捗に伴い、上記右図のとおり、用途地域・高度地区・防火地域及
び準防火地域の変更を行う都市計画の変更を考えている
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本地区を前ページより広域的に見た中での変更案（素案）
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【地区計画の概要】

・本地区計画（素案）は、「（仮称）ふなばしメディカルタウン実現方針」の考え方を踏まえて
作成

・上記のとおり、良好で質の高い市街地環境を創出することを目標とする
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【用途地域・地区計画】

①医療地区

・三次救急医療機関や災害拠点病院である船橋市立医療センター及び関連施設の立地を図る地区
・医療センターが十分な機能を充足するため、準住居地域を指定

②低層住宅地区

・低層住宅を主体とした緑豊かでゆとりある良好な住環境の保全を図るため、第一種低層住居専
用地域を指定
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【用途地域・地区計画】

③健康医療地区

・健康と医療に関連する施設等の立地を図るため、主に第二種住居地域を指定

④商業地区

・新駅を中心としたまちの玄関口にふさわしい、賑わいと交流を創出するため、近隣商業地域を
指定
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【用途地域・地区計画】

⑤中高層住宅地区

・緑豊かでゆとりある中高層住宅と利便施設の立地を許容するため、主に第二種中高層住居専用
地域を指定
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【用途地域・地区計画】

⑥沿道利用地区

・既存の沿道サービス施設の立地に考慮するため、主に準住居地域を指定
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【用途地域・地区計画】

⑦複合地区

・店舗等の施設の立地を許容しつつ、住居の環境の保護を図るため、主に第一種住居地域を指定
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【用途地域・地区計画】

その他

・都市計画道路や公園等としての土地利用が予定されている区域については「公共地区」、鉄道
敷地については「鉄道地区」を指定
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【地区計画】

＜地区施設について＞

・上記のとおり2つの方針に基づき指定
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【地区計画】

＜まちのなかでも特徴的な地区施設の指定箇所＞

（地図上赤丸及びその周辺の道路沿いの空間）

・歩道に沿って、地区施設でオープンスペースを確保し、ゆとりと魅力を向上させたいと考えて
いる
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【地区計画】

＜まちのなかでも特徴的な地区施設の指定箇所＞

（図上赤丸の範囲内の駅前広場の空間）

・新駅自由通路内に地区施設を指定し、駅南北の動線を確保

・これに連続し、駅前広場の西側と南側の道路境界線に沿ってオープンスペースを確保し、ゆと
りと魅力を向上させたいと考えている
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【地区計画】

＜まちのなかでも特徴的な地区施設の指定箇所＞

（図上赤丸の範囲内の道路交差点部の空間）

・歩道に沿ってオープンスペースを確保し、ゆとりと魅力を向上させたいと考えている
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【地区計画】

＜まちのなかでも特徴的な地区施設の指定箇所＞

（図上赤枠などの範囲内の飯山満川沿いの空間）

・飯山満川に沿って設けられる幅員3ｍの河川管理用通路に沿って緑地を連続的に確保するとと
もに、歩行者が集い憩うことが可能なオープンスペースを設け、魅力的な飯山満川沿い空間の実
現を考えている
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【高度地区・地区計画】

＜高さに関する制限＞

・原則として、住居系用途地域に第一種高度地区（最高高さ20ｍ）を指定

・例外として、医療地区と中高層住宅地区については、地区の機能や周辺環境などの特性を考慮
し上記のとおり高さの制限を定める

・中高層住宅地区については、周辺環境に配慮された計画であれば、地区計画により建築物の最
高高さを31ｍへ緩和することを考えている



24

【高度地区・地区計画】

＜Ａ－Ａ’断面＞

・南側事業区域外への配慮として、南側道路（幅員6ｍ）の境界線から3ｍ壁面の位置を後退させ
ることにより、南側事業区域外から合計9ｍの離隔を確保
・地区の良好な住環境を創出するため、まちの骨格軸沿いへの空地等の地区施設の設定や、街区
の周囲に1ｍの緑地を指定

＜Ｂ－Ｂ’断面＞

・南側隣接地に戸建て住宅が立地していることから、隣接住宅の居住環境への配慮を図るため、
隣地境界線から壁面の位置の制限を行い、12ｍの離隔を確保
・さらに、隣接住宅への一層の配慮を図るため、隣地境界線から2ｍの範囲に緑地を指定
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【防火地域及び準防火地域の指定の考え方】

・上記のとおり、近隣商業地域の容積率300％を指定する区域については防火地域、容積率200％
を指定する区域については準防火地域を指定
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【都市高速鉄道の変更について：都市高速鉄道第５号線（東葉高速鉄道東葉高速線）】

・海老川上流地区やその周辺地区は、船橋市の中心部に位置し、中心市街地に近いものの鉄道駅
からは遠く、公共交通の利用が不便な地区となっていることから、新駅誘致の検討を進めてきた

・令和4年11月に策定した船橋市都市計画マスタープランでは、本地区では「医療サービスの充
実と健康に寄与するまちづくりの実現に向けて、医療センター移転や新駅誘致を核とした土地区
画整理事業と地区計画等により新市街地の形成を図る」こととしている

・これらの経緯やまちづくりに関する方針などを踏まえ、東海神駅～飯山満駅間となる海老川上
流地区土地区画整理事業地内に、新駅を設置する都市計画決定を行う
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【都市計画道路の変更について】

・都市高速鉄道の新駅設置とあわせ、新たに「都市計画道路3･4･40号海老川新駅前線」及び「都
市計画道路3・4・41号海老川新駅前広場線」を追加

・いずれも標準の幅員が16ｍで、車道は片側１車線、歩道幅は4.5ｍ

・新駅南側には、障害者等用停車施設、タクシー乗降場、バス乗降場を駅直近に配置した、約
3,600㎡の駅前広場を設置
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【ラウンドアバウトについて】

・今回新たに決定する都市計画道路の交差部にラウンドアバウトを設置

・ラウンドアバウトとは、上記の写真のように、円形で時計回りに周回する車両の交通が優先さ
れる、信号機能を持たない平面交差点

・交差点に進入する車両は停止または徐行することとなり、進入速度が抑制される

・周回する交通が一方通行であるため、交差点進入時の安全確認が容易

・以上により、信号のない交差点であっても比較的安全に交通処理が可能であるという特徴があ
る

・ラウンドアバウトはその特徴的な形状から、シンボル的な機能を果たすことも期待されている

・今回設置する交差点も、（仮称）ふなばしメディカルタウン実現方針で位置づけたまちの骨格
軸上のシンボルスポットとしての役割も持ち合わせたものとして計画している
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【今後の都市計画のスケジュール】

・上記のとおり、現時点での予定では、本日の説明会後、今年度中に「案の概要・原案の縦覧」
を行い、その際公述の申出があれば、令和5年5月頃に「公聴会」を行う予定

・その後、「案の縦覧」を行った後、令和5年10月頃に市都市計画審議会に本件について諮る予
定

・都市高速鉄道の変更については千葉県決定の事項であるため、千葉県の都市計画審議会に諮る
ことになり、都市高速鉄道の変更との関連性が大きい都市計画道路とあわせて令和6年3月頃の告
示を予定

・その他の市決定の都市計画については令和5年11月下旬頃を予定


